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平
成
20
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
等
を
公
表
し
ま
す

上野原市の健全化判断比率と資金不足比率

指　　標

平成20年度
上野原市

早期健全化基準
財政再生基準

病院事業会計

ー

20.0

①実質赤字比率

ー

13.92
20.0

指　　標

平成20年度
上野原市

経営健全化基準
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地
方
自
治
体
の
財
政
破
綻
等
の
未
然
防
止
や
財
政
危
機
の
早
期

発
見
と
健
全
化
の
促
進
の
た
め
、「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成
19
年
6
月
に
制
定
さ
れ
、
財
政
の

健
全
度
を
示
す
財
政
指
標
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
公
表
す
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
今
回
は
、
平

成
20
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
「
実
質
赤
字
比
率
」、「
連
結
実
質
赤

字
比
率
」、「
実
質
公
債
費
比
率
」、「
将
来
負
担
比
率
」
お
よ
び

「
公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
」
の
5
指
標
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

②
連結実質
赤字比率

ー

18.92
40.0

③
実質公債費比率
（3か年平均）

15.7

25.0
35.0

④将来負担比率

124.8

350.0

公共下水道事業
特別会計

ー

20.0

簡易水道事業
特別会計

ー

20.0

①
実
質
赤
字
比
率

一
般
会
計
等
の
赤
字
額
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
わ
か
り
ま
す
。

◆
「
実
質
赤
字
比
率
」
は
、
一
般
会
計
等
の
赤
字
額
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合

で
す
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
赤
字
の
程
度
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
決
算
で
は
、
赤
字
で
は
な
く
黒
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
無
し
」
と
な
り

「
ー
」
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

※
標
準
財
政
規
模
…
地
方
公
共
団
体
が
標
準
的
に
収
入
し
う
る
1
年
間
の
一
般
財
源
の

合
計
額（
市
税
や
普
通
交
付
税
な
ど
）。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

市
の
会
計
全
体
で
赤
字
額
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
わ
か
り

ま
す
。

◆
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
は
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
等
を
含
め
た
市
で
執
行
す
る

全
て
の
会
計
、
い
わ
ゆ
る
市
全
体
の
赤
字
額
が
、
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
で

す
。
実
質
赤
字
比
率
同
様
、
比
率
が
高
い
ほ
ど
赤
字
の
程
度
が
大
き
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
決
算
で
は
、
市
全
体
に
お
い
て
も
赤
字
で
は
な
く
黒
字
で
あ
る
た
め

「
無
し
」
と
な
り
「
ー
」
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

借
金
の
返
済
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
わ
か
り
ま
す
。

◆
「
実
質
公
債
費
比
率
」
は
、
一
般
会
計
の
公
債
費（
借
金
の
返
済
額
）や
公
営
企
業
会

計
、
広
域
連
合
お
よ
び
一
部
事
務
組
合
等
の
公
債
費
に
あ
て
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
な
ど
が
標
準
財
政
規
模
を
基
準
と
し
た
額
に
占
め
る
割
合
で
す
。
こ
の
比
率
が

高
い
ほ
ど
財
政
の
弾
力
化
が
低
下
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
り

【表2】⑤資金不足比率 【単位：％】

【表1】健全化判断比率 【単位：％】

こ
の
指
標
で
何
が
わ
か
る
の
？

◎早期健全化基準…比率が1つでも早期健全化基準を上回ると、財政健全化計画の策定と外
部監査の要求が義務付けられ、計画に基づく財政健全化の取り組みを進
めることとなります。

◎財政再生基準…比率が財政再生基準を上回ると、財政再生計画の策定と外部監査の要求
が義務付けられ、計画に基づく財政再生への取り組みを進めることとな
ります。また、この計画が総務大臣の同意を得られなければ地方債の借
入れが一部制限されます。

◎経営健全化基準…早期健全化基準に相当するもので、比率がこれを上回ると経営健全化計
画の策定が義務付けられます。

※
各
指
標
の
対
象
と
な
る
会
計
は

表
3
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。



会計
区分

一般
会計

特別
会計
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団体
区分

会計・団体名等

一般会計

教育奨励資金特別会計
国民健康保険特別会計
（事業勘定）
国民健康保険特別会計
（直営診療施設勘定）
老人保健特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護サービス事業特別会計
病院事業会計
公共下水道事業特別会計
簡易水道事業特別会計

対 象 範 囲
地 方 財 政 状 況
調査表上の区分

普通会計
（一般会計等）

公営事業会計

広域連合
山梨県東部広域連合、山梨県後期高齢者医療広域連合
一部事務組合
東部地域広域水道企業団、山梨県市町村総合事務組合、山梨県
市町村自治センター、山梨県市町村議会議員公務災害補償等組合

地方公社・第三セクター等（該当なし）

①
実
質
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

⑤
資
金
不
足
比
率

※
公
営
企
業
会
計
毎
に
算
定

【表3】平成20年度決算に基づく健全化判断比率等の対象範囲

法適用企業
法非適用
企業

うち
公営企業会計

上
野
原
市

ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
決
算
の
実
質
公
債
費
比
率
は
15
・
7
％
で
、
早
期
健
全
化
基
準
25
％
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

今
後
、
市
の
負
担
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
わ
か
り
ま
す
。

◆
「
将
来
負
担
比
率
」
は
、
一
般
会
計
の
借
金
の
残
高
や
対
象
会
計
へ
の
繰
出
金
見
込

額
な
ど
の
今
後
市
が
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
額
が
、
標
準
財
政
規
模
を
基
準
と

し
た
額
に
占
め
る
割
合
で
す
。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
将
来
世
代
の
負
担
が
多
く
な

り
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
決
算
の
将
来
負
担
比
率
は
124
・
8
％
で
早
期
健
全
化
基
準
350
％
を
下
回

っ
て
い
ま
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

公
営
企
業
の
資
金
不
足
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
わ
か
り
ま
す
。

◆
「
資
金
不
足
比
率
」
は
、
公
営
企
業
会
計
に
お
け
る
1
年
間
の
営
業
収
入
に
対
し
て

資
金
不
足
額
が
占
め
る
割
合
で
す
。
こ
の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
料
金
収
入
等
で
資

金
不
足
を
解
消
す
る
の
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

▼
平
成
20
年
度
決
算
で
は
、
資
金
不
足
に
陥
る
会
計
は
な
く
、
剰
余
額
が
あ
る
こ
と
か

ら
資
金
不
足
比
率
は
「
無
し
」
と
な
り
「
ー
」
で
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

上
野
原
市
は
、
表
1
・
2
の
と
お
り
早
期
健
全
化
基
準
お
よ
び
経
営
健
全
化
基
準
を

上
回
っ
た
指
標
は
1
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
指
標
の
算
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
8
月
に
監
査
委
員
の
審
査
を

受
け
、
そ
の
審
査
結
果
に
基
づ
く
意
見
を
付
し
た
う
え
で
平
成
21
年
9
月
の
定
例
議
会

に
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
監
査
委
員
か
ら
は
当
該
指
標
に
対
す
る
財
政
状
況
は
良
好

で
あ
る
と
の
意
見
を
受
け
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
市
の
財
政
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
事
項
の
中
に
も
今
回
の
指
標
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
市
の
財
政

規
模
に
見
合
っ
た
財
政
計
画
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

事
業
の
優
先
順
位
や
選
択
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
財
政
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）
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住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
引
き
落
と
し
が
始
ま
り
ま
す

特別徴収（年金から引き落とし）平成21年度

月

税額

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ

平
成
21
年
10
月
か
ら
公
的
年
金

に
係
る
所
得
に
対
す
る
個
人
住
民

税（
市
・
県
民
税
）の
支
払
い
方
法

が
変
わ
り
ま
す
。

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
て
、

個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る

方
は
、
市
役
所
・
銀
行
な
ど
に
出

向
き
個
人
住
民
税
を
お
支
払
い
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の

制
度
導
入
に
よ
り
、
個
人
住
民
税

が
公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収（
天

引
き
）さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

《
対
象
と
な
る
方
》

平
成
21
年
4
月
1
日
現
在
、
年

齢
が
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給

者
で
、
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢

基
礎
年
金
、
退
職
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
る
方
。

な
お
、
介
護
保
険
料
の
特
別
徴

収
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
、
当
該

年
度
の
特
別
徴
収
税
額
が
老
齢
基

礎
年
金
の
額
を
超
え
る
方
な
ど
は

特
別
徴
収
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。

《
対
象
と
な
る
税
額
》

厚
生
年
金
、
共
済
年
金
、
企
業

年
金
な
ど
を
含
む
全
て
の
公
的
年

金
な
ど
に
係
る
所
得
額
に
応
じ
た

税
額
が
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

《
実
施
時
期
》

平
成
21
年
10
月
支
給
分
の
年
金

か
ら
実
施
し
ま
す
。

6月（1期） 8月（2期） 10月 12月 2月
普通徴収（納付書で納付）

年税額の1/4 年税額の1/6

平成22年度

月

税額

10月8月6月4月 12月 2月
特別徴収（年金から引き落とし）

前年度2月と同じ額 22年度の年税額の残り1/3

●納期ごとの納め方

◆
介
護
保
険
料

介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
は
、

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

と
普
通
徴
収（
納
付
書
等
に
よ
る

納
付
）の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

次
に
該
当
す
る
方
は
、
特
別
徴
収

と
普
通
徴
収
の
両
方
で
納
付
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
前
年
度
と
比
べ
、
所
得
段
階
に

変
更
が
あ
っ
た
方（
所
得
段
階

が「
7
段
階
」と「
特
4
段
階
」に

該
当
す
る
方
）

②
昨
年
10
月
以
降
、
特
別
徴
収
が

停
止
し
た
方

今
年
度
は
3
年
に
一
度
の
介
護

保
険
料
の
見
直
し
を
行
い
、
こ
れ

ま
で
の
所
得
段
階
に
7
段
階
を
新

設
し
、
ま
た
第
4
段
階
を
従
来
の

4
段
階
と
特
4
段
階（
基
準
額
×

0
・
9
5
）に
細
分
化
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
新
し
い
段
階（
7

段
階
と
特
4
段
階
）に
該
当
す
る

方
に
つ
い
て
は
、
10
月
・
12
月
・

2
月
の
特
別
徴
収
額
を
調
整
し
ま

し
た
。

《
特
別
徴
収
額
の
調
整
は

な
ぜ
行
う
の
？
》

前
年
度
に
比
べ
て
保
険
料
が
高

く
な
る
と
、
仮
徴
収（
4
月
・
6

月
・
8
月
）と
後
半
部
分（
10
月
・

12
月
・
2
月
）に
徴
収
す
る
保
険

料
が
不
均
一
と
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
調

整
し
ま
す
。

《
具
体
的
に
は
？
》

後
半
部
分
の
徴
収
金
額
を
、
年

間
保
険
料
の
2
分
の
1
と
し
、
年

間
保
険
料
と
、
仮
徴
収
と
後
半
部

分
を
合
わ
せ
た
保
険
料
の
差
額
が

普
通
徴
収
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
一
部
保
険
料
を
ご
自

分
で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
の
調
整
に
よ
り
来
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
所
得
段
階
に
変
更

が
な
い
限
り
、
年
間
を
通
じ
て
ほ

ぼ
同
一
金
額
で
特
別
徴
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

《
徴
収
方
法
の
ご
確
認
を
》

今
年
度
は
所
得
段
階
の
見
直
し

を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
特
別
徴
収

と
普
通
徴
収
の
両
方
で
保
険
料
を

納
付
す
る
対
象
者
が
例
年
に
比
べ

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

一
部
が
普
通
徴
収
と
な
り
納
め

忘
れ
に
よ
り
未
納
が
生
じ
て
い
る

方
が
い
ま
す
の
で
、
納
付
状
況
の

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
低

所
得
者
の
た
め
に
軽
減
措
置
が
設

け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
軽
減
措
置

に
該
当
さ
れ
た
方
は
昨
年
10
月
〜

今
年
2
月
ま
で
の
保
険
料
の
徴
収

が
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
今
年
度
の
保
険
料

の
徴
収
を
再
開
す
る
に
あ
た
り
、

保
険
料
算
定
の
基
礎
と
な
る
昨
年

分
の
所
得
が
6
月
に
確
定
す
る
た

め
、
軽
減
該
当
者
の
場
合
に
は
制

度
上
の
関
係
で
、
特
別
徴
収
の
開

始
が
10
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
軽
減
該
当
者
は

今
年
度
9
月
分
ま
で
の
保
険
料
を

特
別
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
普
通
徴
収
に
よ
る
方
法

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
課
税
担

当
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

徴
収
方
法
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

用語解説

■特別徴収　税金等を年金か
ら天引きし納付すること

■普通徴収　納付書や口座振
替により、市役所や金融機
関窓口で納付すること

■仮徴収 4月・6月・8月に年
金から天引きする保険料
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8
月
25
日（
火
）に
開
催
し
た
4

回
目
に
は
、
3
組
の
方
が
お
越
し

に
な
り
、
保
育
所
の
適
正
配
置
に

つ
い
て
の
ご
意
見
、
生
活
用
道
路

の
改
善
・
改
修
に
つ
い
て
市
長
と

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
中
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
保
育
所
の

適
正
配
置
に
つ
い
て
》

現
状
の
保
育
所
適
正
配
置
に
向

け
て
の
進
展
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

福
祉
課

現
状
は
、
市
立
病
院

建
設
を
重
要
施
策
と
し
て
進
め
て

い
る
た
め
、
新
園
建
設
用
地
等
が

具
体
的
に
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
ま

た
財
源
的
に
も
病
院
建
設
と
同
時

に
適
正
配
置
に
伴
う
新
園
の
建
設

を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
育
所
適
正
配
置
に
つ
い

て
基
本
的
な
方
針
を
示
す
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

市
長

保
育
所
の
適
正
配
置
に

つ
い
て
答
申
を
い
た
だ
い
て
い
る

が
、
過
去
の
も
の
は
も
う
一
度
点

検
・
検
証
す
る
。
地
域
の
方
の
話

し
を
聞
き
、
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
ど
の
選
択
が
一
番

幸
せ
か
子
ど
も
た
ち
の
目
線
で
考

え
て
い
き
た
い
。

新
園
建
設
に
つ
い
て
は
市
立
病

院
建
設
が
控
え
て
い
る
た
め
具
体

的
に
は
方
針
を
出
せ
な
い
が
、
他

の
面
で
子
ど
も
た
ち
の
支
援
を
考

え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
幼
稚

園
・
保
育
所
の
保
育
料
軽
減
策
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
ハ
ー
ド

面
で
進
展
が
で
き
な
い
分
、
ソ
フ

ト
的
な
面
で
カ
バ
ー
す
る
よ
う
動

い
て
い
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

10
月
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と

市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

10
月
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク
は
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

10
月
27
日（
火
）午
前
9

時
〜
11
時

●
場
所

市
長
室

●
方
法

お
一
人
ま
た
は
一
組

（
5
人
程
度
）を
対
象
と
し
て
、

対
話
時
間
は
お
お
む
ね
20
分
と

し
ま
す
。
予
約
制
で
す
の
で
事

前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

企
画

課
政
策
推
進
担
当（
蕁
62
―

3
1

1
8
・
蕭
62
―

5
3
3
3
）

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
city.uenohara.lg.jp

市
民
の
み
な
さ
ん
と
市
長
と
の
ふ
れ
愛
ト
ー
ク

市
で
は
、
Ｊ
Ｒ
上
野
原
駅
周
辺

整
備
に
つ
い
て
の
基
本
構
想
等
を

考
え
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
上
野

原
駅
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
」
の

委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

◆
活
動
内
容

委
員
会
に
出
席
し
、
委
員
会
の

目
的
に
沿
っ
て
検
討
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
委
員
会
は
、
月
1

回
程
度
の
開
催
予
定
で
す
。

◆
募
集
人
員

3
名
以
内（
な
お
、
委
員
会
全

体
の
委
員
の
人
数
は
25
名
以
内

で
す
。）

◆
任
期

委
嘱
を
受
け
た
日
か
ら
2
年
間

と
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
、
平

日
日
中
の
会
議
に
継
続
的
に
参

加
で
き
る
方（
た
だ
し
、
国
・

地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員
、

常
勤
の
国
家
・
地
方
公
務
員
を

除
き
ま
す
。）

◆
提
出
書
類

①
応
募
用
紙（
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。）

応
募
用
紙
は
10
月
1
日
か
ら
経

済
課
・
秋
山
支
所
お
よ
び
各
出

張
所
で
配
布
し
ま
す
。（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。）

②
小
論
文

テ
ー
マ
「
私
の
上
野
原
駅
周
辺

開
発
構
想
」（
800
字
程
度
・
様
式

自
由
）

◆
提
出
方
法

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
郵
送
・
持
参（
平
日
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
5
時
30
分
）

〒
4
0
9
│

0
1
9
2
上
野
原

市
上
野
原
3
8
3
2
経
済
課
企

業
立
地
・
駅
周
辺
整
備
担
当
宛

・
電
子
メ
ー
ル（
締
切
日
の
午
後

5
時
30
分
必
着
）

keizai@
city.uenohara.lg.jp

◆
選
考
方
法

提
出
書
類（
応
募
用
紙
、
小
論

文
）に
基
づ
く
書
類
審
査
と
し

ま
す
。
選
考
結
果
は
、
10
月
下

旬
に
文
書
で
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

◆
そ
の
他

応
募
書
類
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
に
か
か
る
経
費
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
応
募
者
の
負
担
と

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

経
済
課
企
業
立
地
・
駅
周
辺
整

備
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
9
・
蕭

63
―

4
2
4
8
）

募
集
期
間

10
月
1
日（
木
）〜
20
日

（
火
）
締
切
日
必
着

上
野
原
駅
周
辺
整
備
検
討
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
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実施医療機関（順不同）
上野原市立病院

上野原市立病院付属秋山診療所

ナツメ外科医院
川原医院
鈴木医院
長田クリニック
山本内科クリニック
山下クリニック
うえのクリニック
西井クリニック
上野原梶谷整形外科
三生会病院

乳
が
ん
は
、
日
本
女
性
の
20
人
に
1
人
は

か
か
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
30
〜
64
歳
の
が

ん
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
宮
が
ん
は
、
性
交
渉
に
よ
り
感
染
す
る

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス（
H
P
V
）と
の

関
係
が
強
く
20
〜
29
歳
の
若
年
層
に
増
え
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
女
性
特
有
の
が
ん
は
検

診
で
早
期
発
見
で
き
れ
ば
ほ
と
ん
ど
が
治
癒

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

検
診
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
方
、
特
に
1

度
も
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
こ
の
機
会

に
積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

《
検
診
の
ご
案
内
》

●
対
象
者

上
野
原
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

次
の
方

◆
乳
が
ん
検
診

・
30
歳
代
〜
40
歳
代
の
奇
数
年
齢
の
女
性

（
乳
房
超
音
波
検
査
）

・
40
歳
代
の
偶
数
年
齢
と
50
歳
以
上
の
女
性

（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

◆
子
宮
が
ん
検
診

・
20
歳
以
上
の
女
性

※
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業（
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
）対
象
者
の
方
も
受
診
で
き

ま
す
。
詳
細
は
広
報
う
え
の
は
ら
平
成
21

年
8
月
号
4
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
時

11
月
18
日（
水
）、
19
日（
木
）、

20
日（
金
）
午
後
1
時
〜
4
時

●
実
施
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー（
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
）

●
実
施
内
容

・
乳
が
ん
検
診（
乳
房
超
音
波
検
査
ま
た
は

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

・
子
宮
が
ん
検
診（
子
宮
頸
部
が
ん
検
診
）

●
検
診
料
金

・
上
野
原
市
国
民
健
康
保
健
被
保
険
者
　
無

料
・
そ
れ
以
外
の
方
　
乳
が
ん
検
診（
700
円
）、

子
宮
が
ん
検
診（
600
円
）

※
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
対
象
者

の
方
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご
持
参
い

た
だ
け
れ
ば
無
料
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法

検
診
申
込
用
紙
を
長
寿
健
康

課
窓
口
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
）、
秋
山
支
所
お
よ
び
各
出
張
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

10
月
1
日（
木
）〜
21
日（
水
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保
健
担
当

（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

女
性
特
有
の
が
ん（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）が
増
え
て
い
ま
す
！

10
月
1
日
〜
平
成
22
年
1
月
31
日
ま
で
、

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
。（
実
施
期
間
お
よ
び
予
約
開
始
日
は

医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

※
こ
の
予
防
接
種
は
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る
方
の

み
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

①
接
種
当
日
に
満
65
歳
以
上
の
方

②
接
種
当
日
に
満
60
歳
〜
64
歳
の
方
で
、
心

臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
高

度
の
障
害
が
あ
り
、
障
害
者
手
帳
1
級
該

当
者
も
し
く
は
同
程
度
の
障
害
の
あ
る
方

●
実
施
場
所

・
原
則
と
し
て
市
内
の
実
施
医
療
機
関

・
市
外
の
病
院
等
に
入
院
さ
れ
て
い
る
方
の

接
種
に
つ
い
て
は
、
保
健
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

・
受
け
る
前
に
各
実
施
医
療
機
関
に
必
ず
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
負
担
金
　
1
0
0
0
円

●
持
ち
物

①
予
診
票（
各
実
施
医
療
機
関
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
お
よ
び
秋
山
支
所
・
各
出

張
所
に
あ
り
ま
す
。）

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
済
証

③
負
担
金
1
0
0
0
円

④
保
険
証

●
問
い
合
わ
せ
　
長
寿
健
康
課
保
健
担
当

（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

※上野原市立病院・秋山診療所以外の実
施日時は、実施医療機関にお問い合わ
せください。

実 施 日：祝日・年末年始を除く毎週
火・水曜日（受付：午後3時
～3時30分）

予約受付：祝日・休診日を除く月～金
曜日の午後1時～3時まで

●実施医療機関一覧表
電話番号
62－5121

56－2014

62－5252
63－0153
63－1612
63－6110
63－3600
62－6050
66－3690
30－2201
62－6066
62－3355

実 施 日：祝日・年末年始を除く毎週
月・火・水・金曜日（受
付：午前11時30分～正午）

予約受付：電話で予約してください。

女
性
特
有
の
が
ん（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）が
増
え
て
い
ま
す
！



月曜日
両角・外間
進藤・前田

非常勤小児科医交替

長坂
高橋

高橋
柴垣
鶴野
地場

小林
※3
※4
※5
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「男女共同参画社会」ってなんでしょう？
～上野原市6年間の活動を振り返り～

上野原市スマイルプランには、「一人ひとりが自分ら
しく暮らせるまち、男女が互いに認め合い、思いやる、
ひとづくり、まちづくりをめざします。」という総合目
標が掲げられています。スマイルプランがめざしている
のは、男女がお互いに権利を主張するのではなく、また
役割を決め付けるのではなく、男女の区別なくそれぞれ
の個性を認め合う社会です。
まず男・女という分け方をしてから人を見るのではな

く、個性を、能力を、その人自身をまず見てほしい。そ
ういう考えを持つ人が増えてほしい。そうすれば、まち
もきっと暮らしやすくなるにちがいない。スマイルプラ
ンは、そう考えて策定されました。
策定委員が委嘱され、プランの策定作業が開始された

のが平成15年のことでした。そして、プランが策定され
た後、第1・2期と4年間推進活動を行い、策定開始から
数えて6年が経ちました。
さて、はたして上野原市の男女共同参画社会づくりは、

男女共同参画ニュース
スマイル　ＮＯ.38

進んだのでしょうか？
推進委員は、1・2期とも、「初めて男女共同参画とい

う言葉に触れる」という方が委員の半分を占めました。
よりたくさんの人に理解をしてもらいたい、という意味
では良かったのではないかと思います。
また、市民の方々に推進委員会の企画した、講演会や

料理教室、多世代交流などのさまざまな啓発活動に参加
していただくことによって、推進委員会の活動や男女共
同参画を知っていただくとてもよい機会となりました。
本当に少しずつですが、「知っている」「理解している」

という人が増えてきていることは実感しています。
しかし、一方で「今はもう女の人のほうが強いよね」

とか「家事を手伝うことが男女共同参画だ」というよう
な、一部分だけしか理解されていないという面もまだま
だあるように思います。少しでも多くの方に、男女共同
参画の考え方を伝えていくために、推進委員会は活動し
ています。第3期の推進委員会は、先日行った保育士さ
んへのアンケートを基に、これからの未来を担う子ども
たちに、男女共同参画という考え方をどうやって伝えて
いったらいいかということを考えていきます。
第3期の推進委員会の活動へのご協力をこれからもど

うぞよろしくお願いします。
（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62ｰ3117）

金曜日
両角・毛利
村田・井上

非常勤小児科医交替

長坂
細川

細川
川村

井山・須田

岡本
水上

非常勤内科医交替

診療時間

午前

午前
午後
午前
午前
午後
午前

午前/午後
午前
午前

午前/午後
午前/午後
午前
午前
午後

診療科（所）

内科

小児科
小児心臓外科
脳神経外科
外科

胸部外科
肛門科（外科併任）
皮膚科
整形外科
眼科

耳鼻咽喉科
泌尿器科
西原診療所

秋山診療所

《上野原市立病院　10月の外来診療のご案内》 ●問い合わせ 市立病院（蕁62－5121）
火曜日
櫻林・村田
石井・津久井大

赤羽

長坂
吉田

吉田

鶴野

前田

水曜日
両角・津久井大
二階堂・※1
中根

長坂
吉田

吉田

戸島・須田
間渕
森山
長尾

前田

木曜日
津久井由・瀧山
津久井大・村田

喜瀬
戸田（予約第1週）

※2
高橋

平良（予約）
高橋

大野（予約）

※
土
曜
日
は
内
科
の
診
療（
常
勤
内
科
医
が
週
交
替
で
診
療
）を
午
前
中
に
行
い
ま
す
。

※1 内科水曜日は、両角・津久井大・二階堂医師の他に、第2・4週は非常勤内科医が診療を行います。
※2 脳神経外科の木曜日は、黒田・金丸・川瀧・仙北谷医師が交替で診療を行います。
※3 西原診療所は第1・3週のみ診療を行います。
※4 秋山診療所の月曜日（午前）は、第1・3・5週が津久井大医師、第2・4週が村田医師が診療を行います。
※5 秋山診療所の月曜日（午後）は、第1・3週が小池医師、第2・4・5週が櫻林医師が診療を行います。
※表は9月24日現在の予定です。診療予定は都合によりやむを得ず変更となる場合があります。



サービス名

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

介護老人福祉施設入所者生活介護

定員

2 5 人

1 8 人

2 9 人

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

広報うえのはら　No.56  8

新
聞（
折
込
広
告
含
む
）、
雑
誌
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
分
け
て
、
そ
れ

ぞ
れ
を
梱
包
し
て
出
し
て
く
だ

さ
い
。

・
乾
電
池

缶
の
収
集
日
に
別
の
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
庭
木
を
剪
定
し
た
枝

束
ね
て
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
材
木
等

30
セ
ン
チ
位
に
切
り
、
直
径
が

10
セ
ン
チ
以
上
の
も
の
は
、
割

っ
て
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
引
き
取

れ
な
い
も
の

・
タ
イ
ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
自
動

車
部
品
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
ガ
ス

ボ
ン
ベ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ブ

ロ
ッ
ク
、
建
築
廃
材
、
産
業
廃

棄
物
は
引
き
取
り
で
き
ま
せ

ん
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
―

5
3
5
3
）

各
種
リ
サ
イ
ク
ル
制
度

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
た
リ
サ

イ
ク
ル
が
実
施
さ
れ
て
い
る
製
品

は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
お
引

き
取
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
決
め
ら

れ
た
方
法
に
よ
り
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
い
ず
れ
の
リ
サ
イ

ク
ル
も
有
料
に
な
り
ま
す
の
で
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

《
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
》

●
対
象
製
品

テ
レ
ビ（
ブ
ラ
ウ

ン
管
式
）・
エ
ア
コ
ン
・
冷
蔵

庫（
冷
凍
庫
）・
洗
濯
機
・
衣
類

乾
燥
機

●
処
分
方
法

販
売
店
ま
た
は
市

内
の
各
家
電
販
売
店
へ
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

《
Ｐ
Ｃ
リ
サ
イ
ク
ル
》

●
対
象
製
品

家
庭
か
ら
排
出
さ

れ
る
パ
ソ
コ
ン
本
体
と
付
属
品

（
周
辺
機
器
を
除
く
）。

●
処
分
方
法

製
造
メ
ー
カ
ー
の

回
収
窓
口
へ
ご
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

※
事
業
系
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
別
途

定
め
ら
れ
た
方
法
で
処
分
し
て

く
だ
さ
い
。

※
製
造
メ
ー
カ
ー
等
が
不
存
在
の

場
合
や
自
作
パ
ソ
コ
ン
等
も
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ

ン
3
Ｒ
推
進
セ
ン
タ
ー（
蕁
0

3
―

5
2
8
2
―

7
6
8
5
）へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

考
え
よ
う

ご
み
を
出
す
際
は
次
の
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
時
間
厳
守
で

ご
み
を
出
す
時
間
は
、
午
前
8

時
ま
で
に
指
定
さ
れ
た
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
車

の
集
め
る
時
間
帯
は
、
日
に
よ

っ
て
変
わ
り
ま
す
の
で
、
時
間

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
出
し
方
に
つ
い
て

・
資
源
ご
み
と
可
燃
ご
み
の
収
集

が
同
じ
日
の
と
き

収
集
籠
の
中
に
燃
え
る
ご
み

を
、
外
に
資
源
ご
み
を
分
け
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
同
じ
籠
の

中
に
両
方
が
入
る
と
収
集
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
資
源
ご
み

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
第
4
期
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
す
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス上
記
表
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を

募
集
し
ま
す
。

※
今
回
募
集
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
は
、
平
成
22
年
度
中
に
建
設

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
手
続
方
法

全
体
説
明
会
は
実
施
し
ま
せ

ん
。
応
募
す
る
事
業
者
の
方
は

電
話
連
絡
の
う
え
、
次
の
期
間

中
に
長
寿
健
康
課
ま
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
応
募
に
必
要
な
書

類
を
交
付
し
ま
す
。

●
期
間

10
月
15
日（
木
）〜
26
日（
月
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で
。

土
・
日
曜
日
は
除
く
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当

（
蕁
62
―

4
1
3
3
）

募集数

1 施設

1施設2ユニット

1施設



10月9日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

実 施 日
場 所
受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物

申込み・問い合わせ
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

実施日
10月27日（火）

送迎
一部あり

一部あり

なし

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

★すこやか健康相談（10/1～11/10までの予定）

※血糖値が高く糖尿病が気になる方で健康相談を
希望される場合は、電話等で前日までにご連絡
ください。当日は空腹時の血糖を測定するため、
朝食は食べないようにしてください（湯茶は可）。

★乳幼児健診（10/1～11/10までの予定）

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日

午前9：00～11：00
◎持 ち 物 印鑑
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※10月6日（火）は中止になります。
※日時等のご都合のつかない方は、保健担当へお
問い合わせください。

★秋期小児まひ（ポリオ）予防接種

◎対 象 児 接種日に3か月～7歳5か月の乳幼児
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
◎受付時間 午後1：15～1：45
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、筆記用具、体温計

★１日人間ドック
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被
保険者

◎健 診 料 自己負担金　14,200円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

◎申 込 み 受診希望日の1か月前までに、各実施
機関に直接お申込みください。

※オプション検査・料金・実施日・送迎日・持ち
物など、詳細は各施設へお問い合わせください。

★子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円
◎内　　容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 大月市：武者医院・大月市立中央病院

都留市：磯部医院・都留市立病院
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申 込 み 長寿健康課保健担当（62－4134）へお申
込みください。

※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「子どもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 10月26日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対　　象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者。
※保健担当へ電話でお申し込みください。

★骨粗しょう症検診

※踵骨
しょうこつ

超音波法による骨密度を無料で測定します
（市の検診と重複できません）。
◎場　　所 保健センター
◎申 込 み 不要
◎持 ち 物 健康手帳（お持ちの方）

健康手帳（持っていない方には当日交付します）

午前9：45～10：15
市内に住民登録のあ
る方で血糖値が高く
糖尿病が気になる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：15
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

9 広報うえのはら　平成21年10月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

10 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

対　　　　象
1回目、2回目どちらでも

3～4か月児
9～10か月児
1歳6か月児
2 歳 児
歯 科 健 診
幼 児
歯 科 検 診

該当児
平成21年6月16日～7月生
平成20年11月16日～12月生
平成20年3月～4月15日生
平成19年7月～8月15日生
平成19年8月16日～9月生
平成20年3月～5月生
平成18年7月～9月生

実施日
11月 5日（木）
10月 7日（水）
10月30日（金）
10月21日
（水）
10月21日
（水）

午前
午後
午前
午後

実施日
10月15日（木）
10月20日（火）
10月14日（水）
10月20日（火）

受付時間
午後1:30～2:30
午前9:30～10:30

午後1:30～2:30

対象者
40～59歳の女性（昭和
25.4.2～昭和45.4.1生）

上記以外の方



越
し
く
だ
さ
い
。

●
11
月
以
降
の
講
習
日（
予
定
）

11
月
14
日（
土
）、
12
月
19
日

（
土
）、平
成
22
年
1
月
23
日（
土
）

●
問
い
合
わ
せ

消
防
総
務
課
警

防
救
急
担
当（
蕁
62
│

4
1
1
2
）

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
の

お
知
ら
せ

子
育
て
プ
レ
イ
ル
ー
ム
は
親
子

が
遊
べ
る
場
所
、
情
報
交
換
の
場

所
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
初
め
て
利
用
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時

10
月
14
日（
水
）・
28
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階
会

議
室
2

プ
レ
イ
ル
ー
ム
内
に
お
い
て

「
お
も
ち
ゃ
病
院（
午
前
11
時
〜
正

午
）」を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
会

の
お
知
ら
せ

山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
、
次
の

と
お
り
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時

11
月
13
日（
金
）午
後
1

時
〜
4
時

●
場
所

市
役
所
1
階
会
議
室
Ａ

（
会
計
課
向
）

●
定
員

6
名（
相
談
時
間
1
人

30
分
）

●
申
込
方
法

予
約
制
と
な
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間

10
月
19
日

（
月
）〜
30
日（
金
）午
前
9
時
〜

午
後
5
時（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
活

環
境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
4
）

「
法
務
局
な
ん
で
も

無
料
相
談
所
」
の
お
知
ら
せ

法
務
局
で
は
、
登
記
・
戸
籍
・

供
託
・
成
年
後
見
登
記
事
務
等
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
深
く

関
係
す
る
事
務
を
取
り
扱
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
に
関
す
る
こ
と
で

お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
等
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
法
務
局
職
員
お
よ

び
公
証
人
が
お
答
え
す
る
相
談
所

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
事
前
の
予
約
等
も
不
要

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
日
時

10
月
25
日（
日
）午
前
9

時
〜
午
後
3
時
30
分
ま
で

●
場
所

甲
府
地
方
法
務
局
4
階

会
議
室（
甲
府
市
北
口
1
―

2
―

・
上
野
原
小

10
月
29
日（
木
）午

後
0
時
30
分
〜
0
時
50
分

・
棡
原
小

10
月
23
日（
金
）午
後

1
時
10
分
〜
1
時
20
分

・
西
原
小

10
月
8
日（
木
）午
後

1
時
15
分
〜
1
時
25
分

・
秋
山
小

10
月
22
日（
木
）午
後

1
時
50
分
〜
2
時

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
学

校
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

第
2
回
「
上
野
原
み
ん
な
の

発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す

「
上
野
原
み
ん
な
の
発
表
会
」

は
、
演
芸
・
演
奏
・
演
舞
等
に
携

わ
っ
て
い
る
市
民
の
発
表
会
で

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時

10
月
18
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
多
目
的

ホ
ー
ル

●
入
場
料

無
料

●
内
容

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
バ
レ

エ
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
、
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
、
マ
ジ
ッ
ク
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
、
新
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、

管
楽
器
カ
ラ
オ
ケ
、
大
道
芸
、

新
内
小
唄
、M

usic
Live

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
み
ん
な

の
発
表
会
実
行
委
員
長
高
橋
茂

（
蕁
62
│

4
5
4
6
）

19
）

●
問
い
合
わ
せ

甲
府
地
方
法
務

局（
蕁
0
5
5
―

2
5
2
―

7
1

5
3
）

新
入
学
予
定
者
就
学
時
健
康

診
断
を
実
施
し
ま
す

来
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
平

成
15
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
16
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
お
子

さ
ん
を
対
象
に
、
就
学
予
定
の
各

小
学
校
で
就
学
時
健
康
診
断
を
実

施
し
ま
す
。

対
象
の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
の

方
に
は
、
各
学
校
か
ら
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
。
通
知
書
が
届
か

な
い
、
指
定
さ
れ
た
日
で
は
都
合

が
悪
い
な
ど
の
と
き
は
、
お
早
め

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
就
学
時
健
康
診
断
の

日
程
お
よ
び
受
付
時
間
》

・
大
目
小

10
月
28
日（
水
）午
後

0
時
20
分
〜
0
時
30
分

・
甲
東
小

10
月
16
日（
金
）午
後

0
時
45
分
〜
0
時
55
分

・
四
方
津
小

10
月
8
日（
木
）午

後
0
時
50
分
〜
1
時
10
分

・
沢
松
小

10
月
19
日（
月
）午
後

0
時
55
分
〜
1
時

・
大
鶴
小

10
月
16
日（
金
）午
後

0
時
40
分
〜
0
時
50
分

・
島
田
小

10
月
29
日（
木
）午
後

0
時
45
分
〜
1
時
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応
急
手
当
講
習
会
の

お
知
ら
せ

消
防
本
部
で
は
、
応
急
手
当
講

習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。

※
普
通
救
命
講
習
修
了
者
で
、
既

に
3
年
経
過
し
て
い
る
方
も
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時

10
月
17
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
内
容

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
心

肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使
用
法
、

異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

●
定
員

30
名

●
受
講
資
格

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学（
中
学
生

以
上
）の
方

●
申
込
締
切

10
月
12
日（
祝
）

※
再
受
講
の
方
は
申
込
み
の
際
、

以
前
に
受
講
し
た
普
通
救
命
講

習
修
了
証
の
交
付
番
号
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
費
用

無
料

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お



●
内
容

200
裨
、
400
裨
、
成
分
献

血
●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保

健
担
当（
蕁
62
│

4
1
3
4
）

模
擬
裁
判
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判
所
で

は
、
10
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
の

「
法
の
日
」
週
間
に
合
わ
せ
、
甲

府
地
方
検
察
庁
お
よ
び
山
梨
県
弁

護
士
会
と
合
同
で
、
模
擬
裁
判
の

体
験
等
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

●
日
時

10
月
10
日（
土
）
午
前

9
時
30
分
〜
11
時
30
分
ご
ろ

●
場
所

甲
府
地
方
・
家
庭
裁
判

④
汚
れ
や
破
れ
の
あ
る
物

⑤
洗
濯
し
て
い
な
い
物

※
古
着
は
常
時
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
で
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
63
―

5
3
5
3
）

私
立
幼
稚
園
園
児
募
集

市
内
の
私
立
幼
稚
園
で
は
平
成

22
年
度
園
児
の
募
集
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。

●
願
書
配
布

10
月
1
日（
木
）〜

●
願
書
受
付

11
月
2
日（
月
）〜

※
詳
細
は
各
幼
稚
園
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
幼
稚
園

（
蕁
63
│

0
5
1
2
）、
羽
佐
間

幼
稚
園（
蕁
63
│

0
5
7
3
）、

島
田
幼
稚
園（
蕁
62
│

5
2
5
3
）

休
日
の
消
費
生
活
相
談
会
の

お
知
ら
せ

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

日
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
県

民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
多
重

債
務
や
契
約
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談
対

応
の
た
め
、
弁
護
士
に
よ
る
休
日

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時

10
月
17
日（
土
）、

11
月
21
日（
土
）午
前
9
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
4
時

●
会
場

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

（
甲
府
市
飯
田
1
│

1
│

20
山
梨

県
Ｊ
Ａ
会
館
5
階
）

●
費
用

無
料

●
申
込
方
法

県
民
生
活
セ
ン
タ

ー
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
民

生
活
セ
ン
タ
ー（
蕁
0
5
5
│

2

3
5
│

8
4
5
5
）

献
血
の
お
知
ら
せ

医
療
の
進
歩
や
人
口
の
高
齢
化

に
伴
い
輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る

方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
血
液
は

人
工
的
に
は
造
れ
ま
せ
ん
。
す
べ

て
献
血
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
生
命
を
救
う
の
は

あ
な
た
の
血
液
で
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
日
お
よ
び
実
施
場
所

10
月
20
日（
火
）市
役
所
セ
ン
タ

ー
プ
ラ
ザ

●
時
間

午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
1
時
〜
3
時

●
対
象

16
歳
〜
64
歳
ま
で
の
健

康
な
方（
現
在
妊
娠
中
の
方
は

献
血
で
き
ま
せ
ん
。）

●
持
ち
物

献
血
さ
れ
る
方
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
。（
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
健

康
保
険
証
等
、
献
血
手
帳
は
不

可
）

秋
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の

お
知
ら
せ

う
え
の
は
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の
会

で
は
、
次
の
と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

《
第
38
回
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
》

●
日
時

10
月
4
日（
日
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ（
雨
天
中
止
）

※
出
店
希
望
者
が
多
数
あ
る
場
合

に
は
先
着
順
と
し
ま
す
。

《
第
32
回
フ
ァ
イ
バ
ー

リ
サ
イ
ク
ル（
古
着
回
収
）》

●
日
時

10
月
17
日（
土
）午
前
8

時
30
分
〜
9
時
30
分

●
場
所

市
役
所
セ
ン
タ
ー
プ
ラ

ザ（
小
雨
決
行
）

《
回
収
可
能
な
物
》

①
幼
児
・
子
供
衣
類
全
般

②
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
Ｙ
シ
ャ
ツ
・
ポ
ロ

シ
ャ
ツ
・
ブ
ラ
ウ
ス
等

③
ズ
ボ
ン
類
全
般

④
シ
ー
ツ
・
毛
布
等

⑤
タ
オ
ル
・
ハ
ン
カ
チ
等

⑥
着
物
・
浴
衣
・
帯
等

⑦
背
広
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
ブ
ル
ゾ

ン
等

⑧
秋
冬
物
・
皮
革
衣
類

《
回
収
不
能
な
物
》

①
ビ
ニ
ー
ル
製
品

②
手
袋
・
靴
下
・
布
団
等

③
裁
断
く
ず
・
糸
く
ず
・
綿
等
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

8日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前  10：30 ～ 午後 3：00

毎週木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
9日
午前 10：00 ～ 　　正　午
25日
午前 9：00 ～ 　　正　午

8日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日

午前 8：30 ～ 午後 4：00
63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日
午前 8：30 ～ 午後 5：00

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
　63-3800

税務課カウンター
62-3113

19日

10月の相談日

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日 福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30 ～ 午後 5：00

・23日  もみじホール
3階会議室7

市役所会議室A
午前 10：00 ～ 　　正　午

ねんきん定期便相談会 市役所会議室A
20日
午前 9：00 ～ 午後 4：00

（祝日除く）

（祝日除く）

（祝日を除く）

所（
甲
府
市
中
央
1
│

10
│

7
）

●
対
象
者

県
内
小
学
校
高
学
年

か
ら
中
学
生
ま
で

●
募
集
人
数

約
40
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費

無
料

●
内
容

①
裁
判
所
広
報
ビ
デ
オ
「
裁
判
所

っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
」
上
映

②
実
際
の
法
廷
で
模
擬
裁
判
を
体

験
③
裁
判
員
裁
判
用
法
廷
見
学

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

甲
府

地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶

務
係（
蕁
0
5
5
│

2
3
5
│

1

1
3
3
）、
甲
府
地
方
検
察
庁

企
画
調
査
課（
蕁
0
5
5
│

2
3

5
│

7
2
3
4
）



で
す
。）

基
準
額
は
、
世
帯
員
の
年
齢
構

成
や
所
得
区
分
に
よ
り
異
な
り
ま

す
が
、
初
年
度（
平
成
20
年
4
月

〜
平
成
21
年
7
月
）に
つ
い
て
は
、

別
途
設
定
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
の
支
給
該
当
者
に

は
、
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年

金
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

上
野
原
市
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

参
加
者
募
集

あ
な
た
も
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
と
は
、
2
〜

4
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
ら
か

じ
め
決
め
ら
れ
た
コ
ー
ス
を
コ
マ

図（
進
路
の
ヒ
ン
ト
図
）を
も
と
に
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高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療

養
費
制
度
は
平
成
20
年
4
月
1
日

か
ら
始
ま
り
、
平
成
21
年
8
月
1

日
以
降
順
次
支
給
申
請
の
受
付
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
医
療
保
険
各
制

度
の
世
帯
に
介
護
保
険
の
受
給
者

が
存
在
す
る
場
合
、
被
保
険
者
か

ら
の
申
請
に
基
づ
き
、
高
額
療
養

費
の
算
定
対
象
と
な
る
世
帯
単
位

で
、
毎
年
8
月
か
ら
1
年
間
に
か

か
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の

自
己
負
担
を
合
算
し
た
額
が
、
新

た
に
設
定
す
る
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
た
場
合
に
支
給
す
る
も
の

で
す
。（
医
療
保
険
と
介
護
保
険
に

お
け
る
自
己
負
担
の
合
算
額
が
著

し
く
高
額
に
な
る
場
合
、
負
担
を

軽
減
す
る
仕
組
み
を
設
け
た
も
の

歩
き
、
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

通
過
し
て
い
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

す
。お

子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
日
ご
ろ
の
運
動
不
足
を
感
じ

て
い
る
あ
な
た
、
仲
間
と
一
緒
に

気
軽
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

10
月
25
日（
日
）午
前
8

時
30
分
集
合（
午
前
9
時
開
会

式
）、
午
後
1
時
終
了
予
定

●
集
合
場
所

市
役
所
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ

●
募
集
人
員

30
組（
2
〜
4
人

1
組
）

●
参
加
費

無
料

●
持
ち
物

腕
時
計
・
筆
記
用

具
・
雨
具
・
昼
食

●
そ
の
他

豚
汁
・
飲
み
物
が
で

ま
す
。

●
申
込
期
間

10
月
5
日（
月
）

〜
15
日（
木
）、
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
ま
で

●
申
込
方
法

電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

教
育
学
習
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

文
化
祭
を
開
催
し
ま
す

上
野
原
市
文
化
協
会
と
秋
山
文

化
協
会
で
は
、
本
年
度
の
文
化
祭

を
次
の
予
定
で
開
催
し
ま
す
。
多

く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

《
上
野
原
市
文
化
協
会

主
催
文
化
祭
》

●
期
日

10
月
31
日（
土
）〜
11
月

3
日（
祝
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
開
催
日
程

・
開
会
式

10
月
31
日（
土
）午
前

10
時
〜
11
時

《
舞
台
部
門
》

◎
10
月
31
日（
土
）午
後
2
時
〜

・
上
野
原
中
学
校
吹
奏
楽
演
奏

・
コ
ー
ラ
ス
部
演
奏

・
上
野
原
高
校
吹
奏
楽
部
演
奏

・
文
化
協
会
吹
奏
楽
部
演
奏

◎
11
月
1
日（
日
）午
前
11
時
〜

・
箏
曲
部
演
奏
、
小
学
生
体
験
活

動
参
加
者
演
奏

・
第
2
芸
能
部

・
日
本
舞
踊

◎
11
月
2
日（
月
）午
後
1
時
30
分

〜
・
朗
読
（
上
野
原
朗
読
の
会
有
志
）

・
オ
カ
リ
ナ
演
奏（
オ
カ
リ
ナ
の

会
）

◎
11
月
3
日（
祝
）午
前
11
時
〜

・
芸
能
部
　
日
本
舞
踊
、
小
学
生

体
験
活
動
参
加
者
発
表
、
清
流

太
鼓
演
奏
、
健
康
舞
踊

《
展
示
部
門
》

◎
開
場
時
間
　
10
月
31
日（
土
）

午
前
11
時
〜
、
囲
碁
午
後
1
時

〜
、
11
月
1
日（
日
）〜
3
日

（
祝
）午
前
9
時
30
分
〜

・
も
み
じ
ホ
ー
ル
1
階

華
道
部
、
一
般
参
加
者
作
品
展

示
、
小
学
生
体
験
活
動
参
加
者

作
品
展
示

・
も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階

写
真
、
俳
句
、
短
歌
、
俳
画
、

書
道

・
も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階

絵
画
、
水
墨
画
、
草
木
染
、
編

み
物
、
呈
茶（
3
日
）、
将
棋

（
1
日
）、
囲
碁（
31
日
）

《
秋
山
文
化
協
会
主
催
文
化
祭
》

●
期
日

11
月
3
日（
祝
）午
前
10

時
〜
午
後
2
時

●
場
所

秋
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
●
内
容

「
励
ま
し
の
風
を
　
勇

気
の
風
を
　
文
化
の
風
を
」
を

テ
ー
マ
に
、
特
集
と
し
て
「
秋

山
本
大
集
合
！
」
と
名
付
け
て
、

秋
山
の
市
民
発
行
の
本
、
秋
山

の
人
物
や
秋
山
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
本
、
ビ
デ
オ
、
写
真
集
、

会
誌
、
資
料
な
ど
を
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
収
集
し
、
展
示
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
文
化

協
会
会
長
長
坂
幸
夫（
蕁
62
│

5

4
0
5
）、
秋
山
文
化
協
会
事

務
局
佐
藤
孝
延（
蕁
56
│

2
0
1

7
）、
市
教
育
委
員
会
教
育
学

習
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3

4
0
9
）

7月31日、上野原市建設業協会
の協力により、大鶴地区鶴川橋周
辺の鶴川で河川清掃が実施されま
した。
河川清掃には、市職員も含め約

70名が参加し空き缶やごみの片づ
け、草刈り等を行いました。

鶴川橋付近で
河川清掃を行いました



子
育
て
応
援
特
別
手
当

（
平
成
21
年
度
版
）に
つ
い
て

現
下
の
厳
し
い
経
済
情
勢
を
踏

ま
え
、
幼
児
教
育
期
の
負
担
に
配

慮
す
る
観
点
か
ら
、
国
の
経
済
危

機
対
策
と
し
て
平
成
21
年
度
に
限

り
幼
児
教
育
期
の
子
ど
も
に
子
育

て
応
援
特
別
手
当
を
支
給
し
ま

す
。

●
対
象
と
な
る
子
ど
も

平
成
21

年
度
に
お
い
て
小
学
校
就
学
前

3
年
間
に
該
当
す
る
子
ど
も
。

（
生
年
月
日
が
平
成
15
年
4
月

2
日
〜
平
成
18
年
4
月
1
日
ま

で
。）

●
手
当
の
額

対
象
と
な
る
子
ど

も
が
い
る
世
帯
の
住
民
基
本
台

帳
、
外
国
人
登
録
原
票
上
の
世

帯
主
に
対
し
て
、
対
象
と
な
る

子
ど
も
1
人
当
た
り
3
万
6
千

円
を
支
給
し
ま
す
。

●
申
請
手
続
き

申
請
方
法
、
受

13 広報うえのはら　平成21年10月号　　　　　

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

付
開
始
日
等
に
つ
い
て
は
、
詳

細
が
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

《
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
方
へ
》

い
ろ
い
ろ
な
ご
事
情
で
、
ど
う

し
て
も
今
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

に
住
民
登
録
で
き
な
い
方
は
、
子

育
て
応
援
特
別
手
当（
平
成
21
年

度
版
）の
事
前
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

●
事
前
申
請
期
間

10
月
1
日

（
木
）〜
30
日（
金
）ま
で

●
申
請
手
続
き

今
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
へ
「
事
前
申
請
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
事
前
申
請
書
に
基
づ
き
、
住
民

登
録
を
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村

へ
連
絡
し
、
子
育
て
応
援
特
別

手
当（
平
成
21
年
度
版
）の
支
給

対
象
者
を
世
帯
主
か
ら
、
D
V

被
害
者
の
方
へ
変
更
し
ま
す
。

○
10
月
30
日
を
過
ぎ
る
と
、
事
前

申
請
は
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
場
合
は
、
住
民
登
録

が
さ
れ
て
い
る
市
区
町
村
へ
郵

送
に
よ
り
申
請
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
5
）

県
民
の
日

富
士
吉
田
会
場
の
お
知
ら
せ

11
月
20
日
の
「
県
民
の
日
」
を

記
念
し
て
、
富
士
北
麓
公
園
で
県

民
の
日
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
雄
大
な
富
士
の
麓
で
、
地
域

の
魅
力
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
是
非
、
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

●
日
時

10
月
24
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
3
時

●
場
所

富
士
北
麓
公
園

●
内
容
　
ふ
れ
あ
い
広
場
、
ま
つ

り
広
場
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど

●
問
い
合
わ
せ

県
民
の
日
富
士

吉
田
会
場
実
行
委
員
会
事
務
局

（
蕁
0
5
5
│

2
2
3
│

1
3
5

0
）

第
3
回
小
児
福
祉
機
器
展

i
n
山
梨

小
児
福
祉
機
器
展
i
n
山
梨
実

行
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
小

児
の
福
祉
機
器
・
福
祉
用
具
の
展

示
会
を
行
い
ま
す
。

車
い
す
や
座
位
保
持
装
置
、
歩

行
器
、
装
具
、
靴
な
ど
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
摂
食
関
係
、
お

も
ち
ゃ
な
ど
小
児
の
福
祉
機
器
・

福
祉
用
具
を
実
際
に
見
て
、
触
れ

て
、
試
す
機
会
で
す
。
お
気
軽
に

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時

11
月
8
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時
30
分

●
開
催
場
所

石
和
共
立
病
院

（
笛
吹
市
石
和
町
広
瀬
6
2
3
）

●
入
場

無
料

●
問
い
合
わ
せ

小
児
福
祉
機
器

展
i
n
山
梨
実
行
委
員
会（
石

和
共
立
病
院
内
）（
蕁
0
5
5
―

2
6
3
―

3
1
3
1
）

中
学
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す

山
梨
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

お
い
て
次
の
各
部
門
の
選
手
が
優

秀
な
成
績
を
収
め
、
8
月
に
開
催

さ
れ
た
関
東
大
会
に
出
場
し
ま
し

た
。

（
敬
称
略
）

◆
卓
球
の
部

《
個
人
戦
》

・
田
中
悠
之
亮（
上
野
原
西
中
）

◆
水
泳
の
部

《
3
年
男
子
100
・
200
㍍
背
泳
ぎ
》

・
関
　
憧
平（
上
野
原
西
中
）

《
3
年
女
子
200
㍍

個
人
メ
ド
レ
ー
》

全国障害者
スポーツ大会出場

5月に小瀬スポーツ公園で行
われた山梨県障害者スポーツ大
会「フライングディスク競技」
で、巌地区の関戸郁子さんが優
秀な成績を収め、10月10日～
12日に新潟県で開催される第9
回全国障害者スポーツ大会に出
場する山梨県選手団に選出され
ました。

新市町村振興宝くじ

オータムジャンボ宝くじ
☆1等・前後賞あわせて2億円☆

●発売期間　10月16日（金）まで
●抽せん日　10月23日（金）
※この宝くじの収益金は市町村に交付され、まちづ
くりや住民の福祉向上のために使われます。

・
原
田
咲
穂（
上
野
原
中
）

◆
相
撲
の
部

《
団
体
戦
》

・
佐
藤
孝
昭
、
安
留
太
朗
、
神
山

啓
太
、
佐
藤
哉
斗（
秋
山
中
）

《
個
人
戦
》

・
佐
藤
孝
昭（
秋
山
中
）

第
31
回
や
ま
び
こ
ま
つ
り

中
止
の
お
知
ら
せ

10
月
10
日（
土
）に
予
定
し
て
い

た
や
ま
び
こ
ま
つ
り
は
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
に
伴
い

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

県
立
や
ま
び
こ

支
援
学
校（
蕁
23
│

1
9
4
3
）



富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

http
://w
w
w
.p
ref.yam

anashi.jp
/ft-hokenf/ind

ex.htm
l

巌
地
区

齊
藤
明
日
翔

あ

す

か（
佳
也
）

大
鶴
地
区

池
田
大
夢

ひ
ろ
む

・
美
夢

み

ゆ（
貴
文
）

上
野
原
地
区

中
島
夏
歩

か

ほ
（
洋
平
）、
小
山
莉
緒
奈

り

お

な

（
忠
男
）、
小
島
峻し

ゅ
ん（

悟
）、
小
林

璃
子

り

こ（
紀
彦
）

棡
原
地
区

秦
野
魁か

い（
寿
）

秋
山
地
区

名
取
恵
海

え

み（
法
雄
）

上
野
原
地
区

廏
橋
邦
裕
＝
福
島
真
理
子

秋
山
地
区

原
田
佳
尚
＝
和
田
舞
香

看
護
師
等
再
就
業
相
談

結
婚
、
育
児
、
介
護
な
ど
に
よ

っ
て
職
場
を
離
れ
た
看
護
師
等
の

み
な
さ
ん
、
今
は
ど
う
し
て
い
ま

す
か
。
あ
な
た
の
再
就
業
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

看
護
師
等
の
仕
事
は
、
医
療
の

進
歩
や
介
護
需
要
の
増
大
な
ど
に

よ
り
、
就
職
が
厳
し
い
昨
今
で
あ

っ
て
も
高
い
求
人
数
で
す
。
県
内

の
求
人
情
報
も
提
供
し
て
い
ま
す

の
で
、
自
分
に
合
っ
た
職
場
条
件

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

離
職
し
て
か
ら
の
期
間
が
空
い

て
い
る
こ
と
に
よ
り
不
安
を
抱
い

て
い
る
方
に
は
、
病
院
に
お
け
る

最
新
の
看
護
業
務
の
習
得
と
職
場

復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
実

務
研
修
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
機

会
も
あ
り
ま
す
。

保
健
所
で
は
再
就
業
の
た
め
の

相
談
窓
口
を
開
い
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

保
健
師
、
助
産
師
、

看
護
師
、
准
看
護
師
の
免
許
所

有
者

※
個
人
情
報
は
厳
守
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

健
康
支
援
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
4
）

婚

姻

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
8
月
中
届
出
分
＝
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臓
器
提
供
意
志
表
示
カ
ー
ド

私
た
ち
の
周
り
に
は
、
心
臓
、

肺
、
肝
臓
な
ど
の
臓
器
が
機
能
し

な
く
な
り
、
生
命
の
危
険
に
脅
か

さ
れ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
そ
の

命
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

「
臓
器
の
移
植
」
で
す
。

臓
器
の
移
植
に
は
、「
も
し
も

自
分
が
死
ん
で
も
誰
か
の
命
を
救

い
た
い
、
自
分
の
臓
器
を
役
立
て

た
い
」
と
い
う
あ
な
た
の
善
意
が

必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
お
気
持

ち
が
あ
り
ま
し
た
ら
「
臓
器
提
供

意
思
表
示
カ
ー
ド
」
を
持
ち
歩
い

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
ご
家
族

に
も
そ
の
気
持
ち
を
伝
え
て
く
だ

い
。意

思
表
示
カ
ー
ド
は
、
保
健
所
、

市
役
所
、
郵
便
局
等
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。

○
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
配
布

10
月
の
臓
器
移
植
普
及
月
間
に

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

●
日
時

10
月
4
日（
日
）午
後
1

時
20
分
〜
2
時
20
分

●
場
所

お
か
じ
ま
都
留
食
品
館

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 新名 勇介
ゆうすけ

くん（5歳9か月）

彩香
あ や か

ちゃん（1歳6か月）
公男さん佳代子さんの長男・長女

“明るく元気に育ってね！”

棡原地区 宮　 来美
く る み

ちゃん（6歳11か月）

涼雅
りょうが

くん（5歳4か月）
義幸さん永明子さんの長女・長男

“元気な明るい子に育ってね！”

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



巌
地
区

大
神
田
頼
子（
秀
樹
）、
杉
山
博
志

（
好
江
）、
小
松
三
保
子（
和
男
）、

平
本
埃
男（
哲
也
）

大
鶴
地
区

中
山
成
子（
宗
治
）、
池
田
三
子

（
佐
々
木
浩
子
）、
佐
々
木
喜
庄

（
主
藤
初
子
）

島
田
地
区

安
藤
　
江（
善
松
）、
飯
島
弘
子

（
一
貴
）

上
野
原
地
区

上
原
君
江（
弘
行
）、
和
智
き
　
よ

（
厚
）、
細
田
省
一（
和
幸
）、
東
山

忠（
彰
司
）、
小
俣
幸
規（
和
幸
）、

棡
原
地
区

た
け
ゑ（
博
文
）、
網
野
廣
明

（
靖
徳
）、
加
藤
町
子（
正
文
）、
鐡
村

登
司
子（

）

西
原
地
区

梅
屋
末
美（
美
秀
）

秋
山
地
区

原
田
泰
子（
廣
岳
）、
天
野
静
雄

（
黒
田
え
み
子
）

午
前
10
時
〜
10
時
40
分

午
後
2
時
〜
2
時
40
分

『
少
年
と
子
だ
ぬ
き
』
ほ
か

◎
日
時
　
10
月
17
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

『
車
掌
の
本
分
』

か
ん
べ
む
さ
し
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
10
月
18
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

『
復
活
』

◎
日
時
　
10
月
25
日
（
日
）

午
後
1
時
〜
3
時
40
分

◆
『
う
わ
さ
の
が
っ
こ
う
』

き
た
や
ま
よ
う
こ
／
作
　
講
談

社
◆
『
自
分
の
答
え
の
つ
く
り
か
た
』

渡
辺
健
介
／
著
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
社

◆
『
か
ら
だ
の
不
思
議
』

石
垣
武
男
／
著
　
誠
文
堂
新
光

社
絵

本

○
『
な
き
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
』

た
か
す
か
ず
み
／
絵
　
内
田
麟

太
郎
／
文
　
岩
崎
書
店

○
『
た
べ
る
こ
と
はつ

な
が
る
こ
と
』

パ
ト
リ
シ
ア
・
ロ
ー
バ
ー
／
作

ホ
リ
ー
・
ケ
ラ
ー
／
絵
　
福
音

館
書
店

○
『
ジ
ョ
ニ
ー
の
か
た
や
き
パ
ン
』

ル
ー
ス
・
ソ
ー
ヤ
ー
／
文

ロ
バ
ー
ト
・
マ
ッ
ク
ロ
ス
キ

ー
／
絵
　
岩
波
書
店

○
『
お
う
ま
さ
ん
し
て
ー
！
』

三
浦
太
郎
／
作
・
絵
　
こ
ぐ
ま

社
○
『
雨
を
よ
ぶ
龍
』

秋
山
と
も
子
／
絵
・
文
　
童
心

社『
ユ
メ
み
るハ

ッ
ク
ス
レ
ー
』

◎
日
時
　
10
月
10
日
（
土
）
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上
野
原
市
立
図
書
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5
2

蕁

4

ー

1

10
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

4 5 6 7 8 9

25

10
11 12 13 14 15 16 17

2018 19 21 22 23 24

3

26 27 28

1 2

29 30 31

一

般

書

◇
『
サ
ム
シ
ン
グ
ブ
ル
ー
』

飛
鳥
井
千
砂
／
著
　
集
英
社

失
恋
し
た
ば
か
り
の
梨
香
の

も
と
に
結
婚
式
の
招
待
状
が
届

い
た
。
差
出
人
は
、
高
校
時
代

の
親
友
と
自
分
の
元
彼
だ
っ

た
。

◇
『
ジ
パ
ン
グ
島
発
見
記
』

山
本
兼
一
／
著
　
集
英
社

16
世
紀
、
は
る
か
海
の
果
て

の
島
に
た
ど
り
つ
い
た
西
洋
人

が
見
た
の
は
、
と
て
つ
も
な
く

奇
妙
な
国
、
そ
し
て
人
々
だ
っ

た
。

◇
『
ふ
ち
な
し
の
か
が
み
』

辻
村
深
月
／
著
　
角
川
書
店

お
ま
じ
な
い
や
占
い
、
だ
れ

も
が
知
っ
て
い
た
「
花
子
さ

ん
」。
青
春
ミ
ス
テ
リ
の
気
鋭

が
初
め
て
封
印
を
破
っ
た
現
代

の
怪
談
！

死

亡

◇
『
学
問
』

山
田
詠
美
／
著
　
新
潮
社

高
度
成
長
期
の
海
辺
の
街
を

舞
台
に
、
若
者
た
ち
が
過
ご
し

た
時
間
を
官
能
的
な
言
葉
で
描

く
長
編
小
説
。

◇
『
寂
し
い
写
楽
』

宇
江
佐
真
理
／
著
　
小
学
館

背
筋
を
凍
ら
す
リ
ア
リ
ズ
ム

の
画
風
を
ひ
っ
さ
げ
、
寛
政
の

世
、
江
戸
の
町
に
忽
然
と
現
れ
、

10
か
月
で
消
え
た
写
楽
。

◇
『
本
日
7
時
居
酒
屋
集
合
！
』

椎
名
誠
／
著
　
毎
日
新
聞
社

仕
事
が
終
わ
っ
た
ら
、
仲
間

と
一
緒
に
冷
え
た
生
ビ
ー
ル
で

熱
く
語
り
合
う
。
あ
と
は
そ
の

日
の
風
向
き
し
だ
い
。

◇
『
灰
色
の
嵐
』

ロ
バ
ー
ト
・
イ
シ
グ
ロ
／
著

加
賀
山
卓
朗
／
訳
　
早
川
書
房

裕
福
な
婦
人
の
奇
妙
な
依
頼

を
受
け
、
彼
女
の
娘
の
結
婚
式

に
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ス

ペ
ン
サ
ー
。
嵐
の
中
で
決
行
さ

れ
た
式
は
…
。

児

童

書

◆
『
湖
の
ほ
と
り
の
小
さ
な
町
』

シ
ー
リ
ア
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ズ
／

著
　
土
屋
京
子
／
訳
　
福
音
館

書
店

◆
『
ソ
ク
ラ
テ
ス
学
校
へ
行
く
』

山
口
タ
オ
／
著
　
田
丸
良
枝
／

絵
　
岩
崎
書
店

☆
お
は
な
し
会
☆

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

　
　
　
　
　
朗
読
館
☆

☆
子
ど
も
映
画
会
☆

☆
映
画
鑑
賞
会
☆
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9月6日、棡原小学校を主会場に総合防災訓練が行
われました。近年頻発する災害に備え、地区住民によ
る初期消火訓練や救出・救護訓練等が行われました。
また、市消防署員によるＡＥＤ操作講習も行われ、参
加した方々が熱心に耳を傾けていました。

山車の巡業

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、

植物性大豆油インキを使用しています。

9月4日～6日、牛倉神社例大祭が盛大に行われました。牛倉神社の例
大祭は、吉田の火祭り、都留の八朔祭りとともに郡内の三大祭りとして知
られています。初日の4日、夜の神輿はあいにくの雨模様となりましたが、
雨にも負けぬ熱気を放つ十数基の神輿が練り歩きました。5日には、新
町・本町2台の山車巡業が国道20号で行われました。新町・本町の祭囃
子は市の無形文化財に指定されていて、どちらも負けず劣らず見事な祭囃
子の競演で、沿道の観光客を沸かせていました。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課政策推進担当 電話62-3118

人口●27,163人 （－16）
男 ●13,552人 （－ 2）
女 ●13,611人 （－14）
世帯●10,005世帯（＋ 4）
平成21年9月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●総合防災訓練
8月20日、上野原市上下水道組合のみなさんが学

校の水道修繕ボランティアを行いました。このボラン
ティア活動は、児童・生徒たちが安全に学校生活が過
ごせるようにと毎年行っており、今年は島田小・中学
校の水道施設の修理を行いました。

●学校施設をボランティアで修理

8月22日、もみじホールで上野原高校吹奏楽部が
サマーコンサートを行いました。
小さなお子さんからお年寄りまで会場いっぱいのお

客さんが集まる中、見ても聞いても楽しいステージパ
フォーマンスを披露しました。

●上野原高校吹奏楽部サマーコンサート
9月9日、国道20号線上野原工業団地入口交差点付

近に交通安全塔が完成し、除幕式が行われました。
多数の応募の中から「甲州路みんなで守ろう交通ル

ール」、「またきてね安全運転ありがとう」の2つの標
語が選ばれ、交通安全塔の表裏に掲げられています。

●交通安全塔除幕式
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
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